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ＪＲ東海労新幹線地本 

 

 

 

 

 

ＳＭＴ東京トラベルサポート事業所に出向している水野組

合員は、早朝の出勤は通勤ルートのバスがないため困難であり、

できるだけその勤務には就けないでもらいたい旨をこの間管

理者に伝えてきた。 

 ところが、1 月の勤務を見ると、逆に前月より３倍も増えて

いた。 

 また東京トラベルサポート事業所の所長は「（通勤ルートで

はない異経路を）駅まで３０分歩けばいいだろ。」などととん

でもない暴言を発した。さらに「ＪＲには言ってあるから」な

どと強要そのものの発言を行ったのである。社員をあごでこき

使うような対応は許されない。 

 地本は、ＪＲ東海にたいして、「このことは出向している組

合員に対する不当な扱いであり、脅しであり、パワハラでもあ

る。」「出向先会社に対して指導など適切な対応をするべきだ。」

と強く抗議した。 

東海労は、ＳＭＴ会社が不当な対応を改めるまで闘う。 


